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３．土地利用構想について

１．前回の振り返り
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４．意見交換

２．検討区域のポテンシャルについて
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氏名 所属 職位
饗庭 伸 東京都立大学都市環境学部 教授

朝日 ちさと 東京都立大学都市環境学部 教授

遠藤 新 工学院大学建築学部 教授

下村 彰男 國學院大學観光まちづくり学部 教授

古屋 秀樹 東洋大学国際観光学部 教授

■委員（メンバー）

■スケジュール

第１回 (10/19)

・現況整理
・今後の検討に
向けて

第２回 (11/20)

・あきる野市の
ポテンシャル
・土地利用構想
（案）

第３回 (1月中旬)

・ビジョン(案)   
 について

第４回 (2月中旬)

・まちづくりに
 向けた提言
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■学びや居住の環境として優れていることから、農と調和・共生するまちづくりを目
指してはどうか

■小さな企業の複合的な誘致やIT系の企業を誘致し、あきる野の新しい暮らしのあり
方（ライフスタイル）を発信できるような拠点にしてはどうか

■土地利用の方向性は、ゾーニングを明確に決めるパターンや産業・文教・農業・住
宅等をミックスさせるパターンがあるのではないか

■交通・道路ネットワークは、自動車利用をメインとしたパターンや歩ける道の整備
や新しいモビリティを導入するパターンがあるのではないか

■地域内でお金をどのように回すかが重要な視点であり、地域内を回遊するマイクロ
ツーリズムやウォーカブルが最近のトレンドとなっている

など

【第2回】
産業・住宅のトレンドやニーズの確認／土地利用構想について議論

第１回有識者会議（10/19）で出された意見
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検討区域のポテンシャルについて

・過去5年間で、検討区域周辺には新たな住宅が整備されている
・ 「市内に住み続けたい」と考えている市⺠が多く、かつ住宅を住み替える場合

には「自然に恵まれた環境」を望むニーズが近年高まっている
・持ち家率が高く、今後住宅を住み替える場合、⼾建住宅を選択する可能性が高い
⇒検討区域は秋川駅・武蔵引田駅から1km以内の徒歩圏域にあり、隣接に商業施
設が立地し、かつ農地等の自然が多く残っていることから、今後も一定の住宅需
要はあるものと考えられる

⇒コロナ後の生活様式の変化等から、職住近接の考え方やネイバーフッドコミュニ
ティの形成、農と住の調和など、新たな居住ニーズへの対応が求められる

住宅需要

・過去10年間で、IC周辺や武蔵引田駅周辺において工業立地が進んでいる
・⻄多摩において企業の立地を検討している企業が多数ある
⇒検討区域は日の出ICから1km圏内にあり、広域交通利便性が高いことから、今
後も一定の産業需要はあると考えられる

⇒物流の2040年問題を踏まえると今後の物流の動向は不透明。地域経済の循環に
資する新たな産業の立地が求められる

産業需要
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（１）土地利用構想案について

（仮）住・農・産・商・福・学の機能が融合する集約型複合拠点地域の形成

《土地利用の目標》

《
土
地
利
用
の
構
想
》

・地域に残る自然・農業環境に囲ま
れ、あきる野市らしい豊かな暮ら
しをおくることができるサスティ
ナブルな環境づくり

・鉄道や福祉、学校、商業施設など
が近接し生活利便性が高く、自然
に交流が生まれる誰もが暮らしや
すいインクルーシブな拠点を形成

・日常的な地域の活性化だけでなく、
非常時にも役立つフェーズフリー
な公園や企業が立地する、快適か
つ安全・安心な住環境を創出

・地域のシンボルであるメタセコイア
並木を中心に、マルシェ等の様々な
イベントを実施できる自然にあふれ
た公園・広場を整備

・産業や学校、福祉など様々な関係者
の活動・交流の場となり、新たなコ
ミュニティやイノベーションが生ま
れる交流拠点を形成

・秋川駅や武蔵引田駅から地区内をつ
なぐ、緑のネットワーク（遊歩道・
自転車道）の整備や小型シェアモビ
リティの導入により、まちの回遊性
を高めるウォーカブルな空間の創出

・豊かな自然環境や美しい景観の中
で健康的に働ける環境づくり

・周辺の様々な施設と連携し、豊か
な生活をサポートする地域に開か
れた新しい産業拠点を形成

・鉄道駅や住宅地と近接し、働きや
すい産業拠点を形成

・様々な分野の企業が集積すること
により、新しいアイデア等が生ま
れ、クリエイティブな産業拠点を
形成



道路整備案１
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道路整備案１



道路整備案２
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道路整備案２


